
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特集 月経を知ろう 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 
TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境

を提供します。 
・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに

適切にお応えします。 
・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/
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思
春
期
か
ら
更
年
期
に
至
る
ま
で
の
女
性
に
毎

月
１
回
く
る
月
経
、
多
く
の
女
性
が
月
経
を
憂
鬱
な

も
の
や
面
倒
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
半
数

以
上
の
女
性
の
仕
事
や
学
業
、
家
事
な
ど
や
外
出
の

予
定
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
説
に
よ
る
と
月
経
関
連
の
症
状
で
会
社
を
休
ん
だ

り
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
年
間
６
～
７

０
０
０
億
円
も
の
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

戦
前
の
日
本
で
は
女
性
は
た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ

ん
を
産
ん
で
お
り
、
妊
娠
中
や
授
乳
中
は
月
経
が
な

い
た
め
生
涯
に
渡
る
月
経
の
回
数
は
１
０
０
～
１
５

０
回
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
の

は
じ
め
に 

 

 

 特集 

１ 

日本産科婦人科学会専門医  

月経 一般的には生理と呼ばれることが多いですが  

1 ヶ月に 1 回やってくる女性にとってやっかいな？ものですね。  

今月はこの月経について知りたいと思います。 

 

 



女
性
は
出
生
率
１
・
４
人
で
す
か
ら
月
経
が
あ
る
期

間
が
長
く
な
り
、
生
涯
で
４
０
０
～
４
５
０
回
も
月

経
を
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
月

経
前
後
の
辛
い
症
状
や
病
気
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

月
経
の
量
が
多
い
場
合
や
反
対
に
少
な
い
場
合
、
回

数
が
多
い
場
合
や
少
な
い
場
合
、
月
経
時
に
強
い
痛

み
が
伴
う
場
合
な
ど
心
配
に
な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
今
回
少
し
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

で
は
こ
の
や
っ
か
い
な
月
経
、
こ
れ
は
ど
う
し
て

お
こ
る
の
で
し
ょ
う
？ 

 

月
経
終
了
後
に
卵
巣
の
中
の
卵
胞
（
卵
子
が
は
い

っ
て
い
る
袋
）
が
育
ち
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
）
を
分
泌
し
子
宮
内
膜
が
厚
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
卵
胞
か
ら
卵
子
が
排
卵
す
る
と
そ
こ
か
ら
黄
体

ホ
ル
モ
ン
（
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
）
も
分
泌
す
る
よ
う

に
な
り
両
者
の
影
響
で
子
宮
内
膜
は
受
精
卵
を
受
け

止
め
る
ふ
わ
ふ
わ
の
ベ
ッ
ド
と
な
り
ま
す
（
図
１
）
。

こ
の
厚
く
な
っ
た
ベ
ッ
ド
の
中
に
受
精
卵
が
着
地
し
、

も
ぐ
り
こ
む
と
着
床
、
す
な
わ
ち
妊
娠
が
成
立
し
ま

す
。
も
し
着
床
が
成
功
し
な
か
っ
た
時
に
は
、
そ
の

後
の
ホ
ル
モ
ン
産
生
が
お
き
な
い
た
め
、
厚
く
な
っ

た
子
宮
内
膜
を
子
宮
腔
内
で
維
持
で
き
な
く
な
り
出

血
と
共
に
は
が
れ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
（
図
２
） 

こ
の
現
象
が
女
性
の
皆
さ
ん
を
悩
ま
す
月
経
で
す
。 

月
経
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
精
卵
に
と
っ
て
着

床
し
や
す
い
ベ
ッ
ド
（
子
宮
内
膜
）
を
毎
月
用
意
し

て
い
る
の
で
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
月
経
が
お
こ

る
の
は
人
間
や
サ
ル
な
ど
の
限
ら
れ
た
哺
乳
動
物
だ

け
で
、
多
く
の
野
生
動
物
で
は
月
経
血
に
よ
っ
て
居

場
所
が
知
ら
れ
て
し
ま
う
と
他
の
動
物
に
襲
わ
れ
る

危
険
が
生
じ
る

た
め
に
月
経
が

起
こ
ら
な
い
仕

組
み
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。 

              

月
経
の
意
義 

２ 

特集：月経を知ろう 

（図２）子宮内膜の顕微鏡的変化  

月経終了後増殖期；薄い  排卵後分泌期；厚い  月経時；はがれ落ちる  

（図１） 



 
月
経
が
始
ま
っ
て
か
ら
次
の
月
経
が
始
ま
る
ま

で
を
月
経
の
周
期
と
言
い
ま
す
が
、
通
常

25
日
か
ら

38
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
経
周
期
の
長
い
・

短
い
と
い
う
個
人
差
は
「
月
経
か
ら
排
卵
ま
で
の
日

数
が
長
い
か
短
い
か
」
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
排
卵
か
ら
月
経
ま
で
の
日
数
は
ほ
ぼ
共
通
し

て

14
日
で
す
（
図
３
）
。
月
経
の
周
期
が
長
く
回
数

が
少
な
い
希
発
月
経
の

ケ
ー
ス
で
は
、
も
と
も

と
の
体
質
で
月
経
か
ら

排
卵
ま
で
に
長
い
時
間

が
か
か
る
場
合
と
、
ホ

ル
モ
ン
分
泌
や
卵
巣
機

能
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り

排

卵

が

な

く

な

っ

て 

月
経
が
な
か
な
か
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

月
経
周
期
が
短
い
頻
発

月
経
は
ホ
ル
モ
ン
分
泌

が
不
安
定
な
思
春
期
や

卵
巣
機
能
が
低
下
し
た

更
年
期
に
よ
く
見
ら
れ

ま
す
。 

 

 

月
経
の
量
が
多
く
て
困
る
場
合
、
過
多
月
経
と
言

い
ま
す
。
定
義
と
し
て
は
月
経
量
が
１
４
０
ｍ
Ｌ
以

上
の
場
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
的
に
は
月
経
量

を
測
っ
て
診
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
患
者
さ
ん

の
訴
え
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
１

時
間
お
き
に
ナ
プ
キ
ン
を
交
換
し
な
け
れ
ば
間
に
合

わ
な
い
、
昼
間
で
も
夜
用
を
使
わ
な
い
と
間
に
合
わ

な
い
等
の
場
合
は
量
が
多
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

過
多
月
経
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
通
常
結
果
と
し
て

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。 月

経
量
が
多
い
原
因
と
し
て
は
子
宮
腔
内
に
キ

ノ
コ
状
の
腫
瘤
が
発
生
す
る
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ

（
図
４
）
、
子
宮
内
膜
が
子
宮
筋
層
内
に
入
り
込
ん
で

子
宮
の
壁
が
厚
く
な
る
子
宮
腺
筋
症
（
図
５
）
、
そ
し

て
子
宮
の
壁
の
中
や
子
宮
腔
内
に
腫
瘤
が
で
き
る
子

宮
筋
腫
（
図
６
）
、
悪
性
疾
患
で
あ
る
子
宮
体
癌
（
図

７
）
な
ど
の
何
ら
か
の
婦
人
科
的
疾
患
が
あ
る
場
合

と
、
そ
の
よ
う
な
疾
患
の
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

治
療
方
法
と
し
て
は
各
婦
人
科
疾
患
に
対
す
る

手
術
療
法
の
他
、
通
常
の
止
血
剤
で
あ
る
ト
ラ
ネ
キ

サ
ム
酸
（
ト
ラ
ン
サ
ミ
ン
）
、
経
口
避
妊
薬
（
ト
リ
キ 

                           

月
経
の
周
期 

回
数
が
異
常
な
時 

月
経
の
量
が
多
い
場
合 

３ 

（図３） 

（図６）子宮筋腫 

頸部筋腫  
粘膜下筋腫  

有茎粘膜下筋腫  漿膜下筋腫  

（図５）子宮腺筋症  （図４）子宮内膜ポリープ 



                 

ュ
ラ
ー
）
や
低
容
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ

ン
配
合
薬
（
Ｌ
Ｅ
Ｐ
：
ル
ナ
ベ
ル
）
な
ど
の
ピ
ル
、

閉
経
直
前
に
使
い
や
す
い
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ゴ
ニ
ス
ト

（
リ
ュ
ー
プ
リ
ン
）
な
ど
の
薬
剤
、
さ
ら
に
子
宮
腔

内
に
装
着
す
る
と
５
年
間
有
効
な
レ
ノ
ボ
ル
ゲ
ス
ト

レ
ル
放
出
子
宮
内
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
―
Ｉ
Ｕ
Ｓ
：

ミ
レ
ー
ナ 

図
８
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
月
経
の
量

が
多
い
原
因
と
な
る
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
思
い
当
た
る
方
は
産
婦
人
科
医
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

月
経
痛
は
な
ぜ
お
こ
る
の
で
し
ょ
う
？ 

女
性

の
体
に
は
月
経
の
時
に
子
宮
を
収
縮
さ
せ
子
宮
内
膜

を
血
液
と
共
に
体
外
に
出
さ
せ
る
た
め
に
プ
ロ
ス
タ

グ
ラ
ン
デ
イ
ン
と
い
う
物
質
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の

分
泌
量
が
多
い
と
月
経
痛
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
ま

た
出
産
経
験
の
な
い
若
い
女
性
な
ど
、
子
宮
の
出
口

が
狭
い
為
に
月
経
血
を
体
外
に
出
し
に
く
い
た
め
に

月
経
痛
が
ひ
ど
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
月
経
直

前
ま
た
は
月
経
開
始
と
と
も
に
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
な
下
腹
痛
や
腰
痛
が
あ
ら
わ
れ
月
経
が
終

わ
る
と
改
善
す
る
場
合
、「
月
経
困
難
症
」
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
月
経
痛
が
辛
い
と
き
は
月
経
の

量
が
多
い
こ
と
も
多
く
、
上
述
の
子
宮
内
膜
症
、
子

宮
腺
筋
症
、
子
宮
筋
腫
な
ど
の
子
宮
や
卵
巣
の
病
気

が
原
因
で
お
こ
る
場
合
「
器
質
的
月
経
困
難
症
」
と

言
い
ま
す
。
一
方
、
原
因
と
な
る
病
気
が
な
い
の
に

症
状
が
現
れ
る
「
機
能
性
月
経
困
難
症
」
と
い
う
タ

イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
は
鎮
痛
剤
、
先

述
の
Ｌ
Ｅ
Ｐ
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
剤
（
デ
イ
ナ
ゲ
ス
ト
）
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
―
Ｉ
Ｕ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た
治
療
が
行
わ
れ
、

器
質
性
月
経
困
難
症
で
は
重
症
度
、
年
齢
、
妊
娠
希

望
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
必
要
に
応
じ
て
手
術
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や

運
動
、
体
を
温
め
る
こ
と
、
青
魚
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品
の
摂

取
、
禁
煙
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
制
限
な
ど
も
月
経
痛
の

軽
減
に
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

月
経
前
に
な
ん
と
な
く
い
ら
い
ら
す
る
、
気
分
が

落
ち
込
む
、
乳
房
や
お
な
か
が
は
っ
た
り
む
く
み
が

で
る
、
頭
痛
や
腰
痛
が
す
る
と
い
っ
た
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
月
経
の
数
日
前
か
ら
症
状
が
現
れ
月
経

が
始
ま
る
と
お
さ
ま
る
、
そ
の
よ
う
な
か
ら
だ
や
こ

こ
ろ
の
不
調
を
「
月
経
前
症
候
群
：
Ｐ
Ｍ
Ｓ
」
と
い

い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
症
状
が
重
く
、
日
常
生
活
に
支

障
が
で
る
場
合
は
「
月
経
前
不
快
気
分
障
害
：
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｄ
」
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
法

と
し
て
は
ピ
ル
、
利
尿
剤
、
漢
方
薬
、
選
択
的
セ
ロ

ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
剤
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
な
ど
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
セ
ル
フ
ケ
ア
と

し
て
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
制
限
や
禁
煙
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
摂
取
、
さ

ら
に
「
こ
れ
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
だ
」
と
認
識
す
る
だ
け
で
も

症
状
が
和
ら
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

月
経
痛
が
と
て
も
つ
ら
い
時 

月
経
前
に
体
調
が
優
れ
な
い
時 

４ 

（図８）LNG-IUS 装着 

特集：月経を知ろう 

（図７）子宮体



 
40
歳
を
過
ぎ
る
と
月
経
が
不
順
に
な
っ
た
り
月
経
の
量
が
変
わ
っ
て
き

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
一
般
的
に
月
経
周
期
が
短
く
な
り

21

日
程
度
ま
で
周
期
が
短
縮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
卵
巣
機
能
が
衰
え
て
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
量
が
少
な
く
な
る
た
め
脳
か
ら
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
よ
う
指
令

が
出
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
卵
巣
が
過
剰
に
刺
激
さ
れ
排
卵
が
早
く
起
き
て
し

ま
っ
た
り
排
卵
後
に
出
る
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
で
月
経
が
早
く
来
る

の
で
す
。
反
対
に

45
歳
こ
ろ
か
ら
周
期
が
長
く
な
り
、
50
歳
前
に
な
る
と
２

～
３
ヶ
月
に
１
回
程
度
と
な
り
つ
い
に
停
止
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
１
年

間
月
経
が
な
い
と
閉
経
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
周
期
の
変
化
に
加
え
て

月
経
の
日
数
が
短
く
な
っ
た
り
少
量
の
出
血
が
長
引
い
た
り
、
月
経
量
が
減

っ
た
り
逆
に
月
経
量
が
極
端
に
多
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

月
経
痛
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
つ
ら
い
症
状
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
、
が
ま
ん

す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
お
困
り
の
こ
と
を
是
非
産
婦
人
科
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

        

       

       

代
か
ら
閉
経
に
か
け
て
の
月
経 

特集：月経を知ろう 

５ 

 

Ｅ係長 

 

医療事務の専門家が教えます  

 

 

細菌検査を行った際に、後日追加で検査代を請求させて頂くことがございます。 

この追加検査は、「細菌薬剤感受性検査」といい、細菌検査を行い見つかった細菌に対して 

有効な抗生剤を調べるものです。 

 

細菌検査の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

◆追加料金はいくら？   

170 円～840 円 

◆追加の可能性がある細菌検査とは？  

  診療明細書の検査・病理欄に「細菌培養同定検査」と記載されています。 

 

検体採取 細菌培養 

細菌（なし） 

細菌（あり） 細菌薬剤感受性検査 

検査代の追加請求 

 



 

 

         

 

 

 

新生児聴覚スクリーニング 

先天性難聴は 1000 人に 1～2 人とされており、他の先天性

疾患に比べても頻度が高いのが特徴です。 

国内では、新生児スクリーニングで難聴が疑われ、全国の精密

聴力検査施設を受診する赤ちゃんは、1 年間に約 4000 人（国

内出生数の約 0.4％）います。このうち約 1000 人（国内出生

数の約 0.1％）に両耳難聴が発見されます。また、ほぼ同じ人数

の赤ちゃんが片耳難聴と診断されます。両耳難聴のお子さんでは、

早く発見して補聴器を装用し、早く聞く力や話す力をつける練習

（早期療育、教育）ができると、それだけお話する力やコミュニ

ケ－ション能力を高くすることができます。 

新生児のスクリ－ニングでは早く難聴を見つけることができ

ます。 

 

検査時期 

当院では検査は生後から退院までの間行っています。 

痛みはなく安全で赤ちゃんが眠っている間に検査できます。 

 

検査方法 

新生児用 AABR 聴力検査装置で実施しています。 

① 検査装置が眠っている赤ちゃんの耳に一連の柔らかいクリッ

ク音を送り込む。 

② 赤ちゃんの脳が聴性脳幹反応（ABR）と呼ばれる特殊な脳波パ

タ－ンで反応する。 

③ 聴性脳幹反応（ABR）が検査装置に送り込まれる。 

④ 検査装置が赤ちゃんの ABR と保管されている健聴児の ABR

のテンプレ－トを自動的に比較する。 

⑤ 検査装置は測定が終わるとパスまたは要再検の結果を示す。 

 

 

 

聴覚障害は早期に発見され適切な支援が行われた場

合には、聴覚障害による音声言語発達等への影響が最小

限に抑えられることから、その早期発見・早期療育を図

るために、全ての新生児を対象として新生児聴覚検査を

実施することが重要です。 

 

 

～ 臨床検査技師に聞こう ～ 

６ 

臨床検査技師 佐々木 和美 

検査結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻
き
爪
・
や
け
ど
・
外
傷
の
縫
合
治
療
な
ど
の
外
科

診
療
も
継
続
し
て
診
療
し
て
い
ま
す
。 

健
仁
会
は
〝
皆
に
優
し
く 

共
に
楽
し
く
〟
を
基

本
理
念
に
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
各
種
介
護
施
設
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
有
床
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
高
齢
者
優
良
賃
貸
住
宅
、

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
看
護

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
（
入
居
系
合
計
３
９
０
床
）
と
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
人
生
１
０
０
年
と
い
う
時
代
に
施
設
の
患
者

さ
ん
は
超
高
齢
者
が
多
く
、
最
後
ま
で
介
護
施
設
で

介
護
・
治
療
を
受
け
ら
れ
終
末
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
市
民
病
院
の
先
生
方
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
市
民
病
院
と
連
携
し
て
い
た
だ
き
診
療
に
当

た
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

   

当
院
は
村
上
紘
一
理
事
長
が
昭
和
58
年
11
月
に

村
上
内
科
医
院
を
開
設
し
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
16
年
４
月
ケ
ア
タ
ウ
ン
あ
さ
紫
苑
の
開

設
に
伴
い
私
が
当
医
療
法
人
健
仁
会
に
参
り
、
翌
17

年
４
月
〝
し
お
ん
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
〟
と
改
称

し
院
長
に
就
任
し
15
年
に
な
り
ま
し
た
。 

当
院
で
は
経
鼻
胃
内
視
鏡
、
超
音
波
エ
コ
ー
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
心
電
図
、
呼
吸
機
能
検
査
器
な
ど
を
備

え
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
、
花
粉
症
、
喘
息
な
ど
を
始
め
と
し
た
消
化

器
・
呼
吸
器
・
循
環
器
な
ど
の
内
科
診
療
や
、
市
検

診
・
企
業
の
検
診
や
産
業
医
活
動
・
各
種
が
ん
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ま
で
17
年
間
行
っ
て

き
た
外
科
治
療
の
肛
門
疾
患
・
皮
膚
の
で
き
も
の
・

医
療
法
人 

健
仁
会 

し
お
ん
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

川
端 

章
弘 

先
生 

医療法人 健仁会 しおん内科外科クリニック 

所在地  山口県山陽小野田市日の出 3 丁目 7-2 

ＴＥＬ  0836-83-1331 

ＦＡＸ  0836-83-1163 

診療時間 午前： 8：30－12：00 

     午後：14：00－18：00  

休  診 木曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝日 

７ 

ﾀﾞｲﾚｯｸｽ 

山陽小野田署 

トヨペット 

 しおん内科外科 
クリニック 

山陽小野田市役所 

71 

Honda 新生町 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作者 吉村 美由紀 さん 

白頭鷲 

タカ科の鳥 全長８０ｃｍ 

成鳥は頭部と尾が白色 

北アメリカに分布 

アメリカ合衆国のシンボル 

高千帆公民館 俳画教室 

講師 師井 妙範 

（広辞苑より） 

 

花材名 石化えにしだ、アンスリウム 
    クルクマ、コッドセフィアーナ 
撮影日 ９月１８日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

未生会 小野田支部 

８ 

 

我が家のエマちゃんは、とてもや

んちゃな女の子です！ポメラニアン

にしては、少々規格外(笑笑)で、ただ

今ダイエット中です！ 

（看護師 西尾） 

エマ 

 
Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 
 

福
岡
県
立
九
州
歯
科
大
学
卒
（
昭
和
50
年
）→

１
年
ほ
ど
開
業
医
に
勤
務→

弘
前
大
学
歯
科
口
腔

外
科
学
教
室
入
局→

埼
玉
医
科
大
学
病
院
口
腔
外

科→

山
口
大
学
歯
科
口
腔
外
科→

10
年
前
か
ら
当

病
院
歯
科
口
腔
外
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ 

専
門
分
野
は
な
ん
で
し
ょ
う 

Ａ 
 

大
学
病
院
で
は
多
く
の
癌
患
者
さ
ん
の
診
療
に

従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
通
常
見
ら
れ
る

歯
科
疾
患
の
診
療
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ 

好
き
な
言
葉
は 

Ａ 

「
心
の
四
季
」 

 
 

（
作
者
不
詳
、
鮫
島
輝
明
と
の
説
も
あ
り
ま
す
） 

人
に
接
す
る
時
は
、
温
か
い
春
の
心 

仕
事
を
す
る
時
は
、
燃
え
る
夏
の
心 

考
え
る
時
は
、
澄
ん
だ
秋
の
心 

自
分
に
向
か
う
時
は
、
厳
し
い
冬
の
心 

10
年
以
上
前
に
母
の
介
護
を
始
め
た
時
に
、
あ
る

方
か
ら
こ
の
言
葉
を
書
い
た
色
紙
を
頂
き
ま
し
た
。

以
来
、
毎
朝
読
み
返
し
心
の
活
力
し
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ 

歯
科
医
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は 

Ａ  

中
学
一
年
生
の
時
、
女
性
が
自
立
す
る
た
め
の
職

業
の
選
択
肢
情
報
が
少
な
い
時
代
で
し
た
が
、
中
学

の
社
会
科
教
師
が
授
業
後
に
さ
れ
る
何
気
な
い
話

が
き
っ
か
け
で
す
。 

Ｑ 

趣
味
は
何
で
す
か 

Ａ  

た
い
し
た
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
表
せ
ず
に

密
か
に
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ 

最
近
の
個
人
ニ
ュ
ー
ス
は 

 

Ａ 
 

こ
の
秋
で
19
歳
に
な
る
飼
い
猫
が
、
最
近
私
が

ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
と
、
体
の
一
部
を
必
ず
私
に
ピ

タ
ッ
と
付
け
て
隣
に
寝
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も

し
家
族
全
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
と
、
猫
は

一
緒
に
入
院
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
猫
は
ど

う
な
る
の
か
と
て
も
心
配
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
人
か
ら
犬
や
猫
が
感
染
し

た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
外
国
で
数
例
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
８
月
３
日
は
国
内
初
、
２
世
帯
の
各
犬

１
匹
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
犬
は
飼
い
主
が
入
院
し
た
あ
と

誰
が
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
夫
に

は
３
密
が
守
れ
な
か
っ
た
日
は
２
週
間
自
宅
に
は

戻
っ
て
こ
な
い
で
と
言
葉
で
け
ん
制
し
、
コ
ロ
ナ
に

な
ら
な
い
よ
う
消
毒
な
ど
に
も
注
意
し
て
毎
日
を

送
っ
て
お
り
ま
す
が
。
早
く
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
ま

す
よ
う
！ 

    

 

 
 

   

山
陽
小
野
田
市
民
病
院 

 

歯
科
口
腔
外
科 

  

福
田 

て
る
代 

先
生 

日本口腔外科学会専門医 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

☆有好香子 
(糖尿病・内分泌) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・4 水 曜日  午 後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病・内分泌・血液) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山  裕 
(消化器 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

山口大学医師 
☆山﨑隆弘 

(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 

三  診  安田真弓 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

安田真弓 
(消化器 ) 

四  診 山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆河村  篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大楽耕司 藤岡顕太郎 大楽耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

野村真治 
 8:30 –  9:00 

藤岡顕太郎 
11:00 – 11:30 

大楽耕司 野村真治 
8:30 – 11:30 

野村真治 野村真治 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 ) 

    

整 形 外 科 

一  診 脇阪敦彦 ☆河合伸也  脇阪敦彦 (新患 ) 前田  崇 (新患 ) 

二  診 金子  昇 (新患 ) 金子  昇 脇阪敦彦 前田  崇 金子  昇 

三  診  前田  崇 ☆柿並康太郎(新患)   

脳神経外科 
(紹介・再診のみ ) 

一  診  
(診療時間 )10:00–11:30 

 ☆岡  史朗    ☆岡  史朗  

小 児 科 

 
乳児検診・  
予防接種 :予約制  

午  前  
(受付時間 ) 9:00–11:00 

☆大西佑治  
(第 1・ 3・ 5 月曜日 ) 

☆古澤陽法  
(第 2・ 4 月曜日 ) 

☆藤本洋輔  ☆小林  光  ☆岡﨑史子  ☆飯田恵庸  

午  後  
(受付時間 )13:30–15:30 

☆長谷川俊史  
(第 1 月曜日 )  

☆兼安秀信  
(第 2・3・4・5 月曜日 ) 

 
☆水谷  誠  

(第 1・ 3・ 5 水曜日 ) 

☆藤原万裕  
(第 2・ 4 水曜日 ) 

☆木村  献  
☆時高留依  
(第 1・ 2 金曜日 ) 

☆三宅晶子  
(第 3・ 4・ 5 金曜日 ) 

産 婦 人 科 

婦 人 科  住浪義則  平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

住浪義則  村上明弘  藤田麻美  

産  科  
村上明弘  藤田麻美  

村上明弘  
住浪義則  平野恵美子  

9:00 – 12:00 
平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

村上明弘  藤田麻美  住浪義則  

午  後  
(予約のみ ) 

藤田麻美  
13:00 – 16:00 

  平野恵美子  
13:00 – 16:00 

 

皮 膚 科 一  診  ☆上田  茜  
(受付時間 )8:30–10:00  ☆浅野伸幸    

精 神  科  
完全紹介予約制  

一  診      ☆土生建介  

眼 科 

午  前  ☆播磨  希  徳久佳代子  徳久佳代子   徳久佳代子  

午  後  
(受付時間 )13:00–15:00  

   
☆山田直之  

(月 1 回 ) 

☆湧田真紀子  
(月 3 回 ) 

 

耳鼻咽喉科 午  後  
(受付時間 )14:00–16:00  

☆橋本  誠   ☆橋本智子  ☆田原哲也  
(第 1・ 3 木曜日 ) 

☆菅原一真  

泌 尿 器 科 

一診(新患) 
午   前  

瀧原博史  ☆田原正則  山口大学医師  北原誠司  北原誠司  

午   後  
(受付時間 )14:00–16:00  

   瀧原博史   

二診(再来)  北原誠司  北原誠司  瀧原博史  
 8:30 – 10:00  

麻 酔 科 

疼痛外来  内田雅人   内田雅人  内田雅人   

術前診察  河野瑠美  内田雅人  河野瑠美  河野瑠美  内田雅人  

緩和ケア  
10:00 – 12:00  

  内田雅人    

歯科口腔外科 
(原則予約制 )  

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間 ) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

14:00 – 15:00 
福田てる代  
浜辺優子  

☆梅田浩嗣  
(手術患者のみ ) 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

脳神経内科  
完全紹介予約制  

午  後     ☆佐野泰照   

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後  篠崎文彦      

☆非常勤医師   

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。  
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院  総務課  
Tel0836-83-2355 Fax0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 

(令和２年１０月１日現在)   の医師は要予
約 
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